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研究成果の概要（和文）： 

 本質主義のいくつかのタイプに関する比較考察の結果、実在的定義に基づく定義的本質
主義を基礎としつつも傾向本質主義と最小本質主義をも部分的に取り入れた「範疇的力能
本質主義」を採用した。それに基づきつつ、擬似的実体としての穴と虹の実在的定義を試
みた結果、前者を充填可能性という力能を有する依存的耐続者として、後者を具体的実在
対象としての実在的個別性を欠く現象的耐続者として規定した。さらに、実体的対象の本
質の一部である耐続性を貫時点同一性としての純粋生成として捉え、その実在性を時制や
生成とともに三位一体的に擁護した。 
研究成果の概要（英文）： 

 Based upon comparative considerations on several types of essentialism, I adopted ‘the 

categorial power essentialism’, which is basically a variety of the definitional essentialism 

based on real definitions but which also introduces some aspects of the dispositional 

essentialism and the minimal essentialism. Standing upon that position, I made real 

definitions of a hole and a rainbow, both of which are pseudo-substances. The former was 

defined as a dependent endurant that has the power of fillability. The latter was defined as 

a phenomenal endurant that lacks real individuality which is required for a real concrete 

object. Moreover I characterized the endurance, which is a part of essence of substantial 

objects, as the pure becoming regarded as the trans-moment identity and defended its 

reality together with that of tense and becoming. 
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ともいうべき研究が隆盛の兆しを見せつつ
ある。このタイプの研究の主たる特徴は、「第
一哲学としての存在論」というアリストテレ
ス的図式に沿った、存在論主導型の実在論的
形而上学であるということである。 

 このような新アリストテレス主義的形而
上学の一形態として、アリストテレスによる
本質と偶有との区別を復興させたうえで特
に本質の存在論的意義を重視する「新本質主
義(Neo-Essentialism)」がある。これは、マ
ーカス(R. B. Marcus)、クリプキ(S. Kripke)、
パトナム(H. Putnam)らによる、様相論理の
整備とその哲学的基礎付けや指示の固定性
に関する言語哲学的考察によって先鞭が付
けられ、その後、本質を重視する実体主義者
であるラックス (M. J. Loux)、ロウ(E. J. 

Lowe)や科学的性質の傾向性を本質として捉
える科学哲学者エリス(B. Ellis)、バード(A. 

Bird)らの他、ファイン(K.Fine)、オーダーバ
ーグ(D. S. Oderberg)らによって、より存在
論的な観点のもとで展開させられている。 

 また、新アリストテレス主義的形而上学の
もう一つのタイプとして、メレオロジーや現
代記号論理学などの形式的手法を用いなが
ら存在論的研究を行う「形式存在論(Formal 

Ontology)」と呼ばれる研究もある。形式存
在論は、フッサールに発するメレオロジー主
導型とラッセルに発する記号論理学主導型
という二種類の哲学的形式存在論と、その情
報工学への応用としての工学的形式存在論
に大別されるが、いずれにおいても多かれ少
なかれ本質主義、総合的論理学観、常識実在
論などの新アリストテレス主義的性格が見
出せる。特に本質主義に関連しては、前述の
とおり、様相論理に基づく形での種々の形式
存在論的研究が展開しているが、必然性を本
質の基礎とすることを批判するロウやファ
インは、それとは異なる独自の論理体系を構
築している。 

 こうした背景のもとで、当研究者は、本研
究に先立つ１０年近く、実体に関わる形式存
在論的研究を進めてきた。具体的には、平成
１３～１５年度の科研費（基盤研究 C2）に
よる研究「時間論理に基づく形式存在論」お
よび平成１６～１８年度の科研費（基盤研究
C）による研究「種的様相論理に基づく形式
存在論」によって、それぞれ実体の通時的同
一性と貫可能世界同一性に由来する de re 様
相の論理とそれに基づく形式存在論的体系
の構築を試み、その成果として、部分ディオ
ドロス時間様相（命題）論理 PS4.3 および種
的様相（述語）論理 SS5 にそれぞれ基づく、
時間的実体様相と種的実体様相に関する形
式存在論の骨格を提示した。さらに、平成１
９～２１年度の科研費（基盤研究 C）による
研究「現代的実体主義の論理と存在論」にお
いては、PS4.3 と SS5 をそれぞれ述語論理化

と部分論理化によって拡張し、それらに基づ
きつつ、特に実体の独立性に関する存在論的
考察を行った。その結果として、実体の独立
性とは、当該の実体が属する種の本質を規定
する同一性基準において他の特定の個体が
関与する余地がないことである、という基本
的結論を得た。 

 しかしその場合、「本質」というものの適
切な性格付けや、その客観性・実在性の確保
が必要となる。また、特にファインによる本
質に関する一連の著作に触れて、上述のよう
な様相論理を中心とした実体概念の論理的
基礎付けに関しても、主にその本質と関わる
部分においての十全性について再検討を強
く迫られることとなった。本研究は、本質に
関するこれらの課題を、引き続き形式存在論
に基づく分析形而上学的考察によって果た
そうとするものであった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、「本質(essence)」というものの
存在論的意義を重視する本質主義的形而上
学を、現代的観点から再構築することを目的
とした。 

 本研究における「現代的観点」とは、まず
第一に、本質に関連する存在論的な論証を扱
うために最も有効な現代記号論理の体系を
創案し、それに基づいて本質主義的形式存在
論の体系を構築することである。 

 そして第二に、本質主義を標榜する現代の
代表的な分析形而上学者たちの諸説を比較
検討しながら、本質の最も適切な存在論的性
格付けを模索し、本質にまつわる存在論的諸
問題に解答を与えることである。 

 

３．研究の方法 

まずは、性質の必然性を基礎とするクリプ
キ的本質主義、ファインやロウが提唱する定
義的本質主義、マンフォードやエリスらが支
持する傾向本質主義、マッキーが主張する最
小本質主義などの本質主義のいくつかのバ
ージョンについて比較検討しながら、当研究
者自身が立脚すべき本質主義の内実の確定
を試みた。 
その結果として、基本的には実在的定義に

基づく定義的本質主義に基づきながら、傾向
本質主義や最小本質主義をも部分的に取り
入れた、「範疇的力能本質主義」ともいうべ
き立場を当研究者自身の立場として採用し
た。 
それに基づき、事例研究のために擬似的実

体としての穴と虹を採り上げ、その実在的定
義や本質について考察した。また、実体的対
象の本質の一部である耐続性に関する存在
論的諸問題についても検討した。 
 

４．研究成果 



 

 

(1)必然的性質として本質を規定するクリプ
キ的本質主義には必然的でありながら本質
とは言えない性質を排除できない等の問題
点があるので、当該の対象がそもそも何であ
るかを表す実在的定義を本質の中核に据え
る定義的本質主義を採用した。 

そのうえで、傾向本質主義や最小本質主義
のような極端な立場を退けつつも、それらに
よる力能の優位性や本質の上位レベル性の
主張等は肯定的に捉えて取り込むことによ
り、具体的対象に関する「範疇的力能本質主
義」を研究者の立場として採用した。 
(2)下記論文①②では、穴の存在論的本性に
ついて考察した。 

多くの哲学者が穴という対象の存在を認
めることを回避しようとするのは、穴という
対象が、哲学的および科学的観点からはきわ
めて「不気味な物(spooky things)」に思わ
れるからである。事態、事実、命題などによ
って示される「事柄」としての欠如に対し、
多かれ少なかれ「実体的な」対象としての穴
を承認することは、幽霊や天使などにも似た
非物質的な実体らしきものの存在を承認す
るという点で、特に自然主義的・物理主義的
立場からすると非常に抵抗が大きいのであ
る。 

これに対し、上記論文においては、穴とい
う持続的対象は確かに種々の特殊性を持っ
ているが、その特殊性は一種の「極限性」と
でも言うべき類のものであって、必ずしも自
然主義的・物理主義的立場に「対立」するよ
うな「特異なカテゴリー(sui generis)」の
承認を要求するほどのものではないという
ことを示した。 

それを踏まえて、「穴とは、（諸）物体の補
空間のうちその（諸）物体に外的に連結して
いる部分に、その（諸）物体の形状や配置に
依存して創発する充填可能性という力能（傾
向性）を持つ非質料的耐続者である。」とい
う穴の実在的定義を行った。 
(3)下記論文⑥では、非物体的でありながら
実体的であるように思われるという特徴を
共有する「鏡像」や「穴」などの「物もどき」
と比較しながら虹の存在性格について考察
した。 

その結果として、虹が実在するのに対し鏡
像は実在しないという大きな相違が両者の
間には成立するように思われるにも関わら
ず、少なくとも存在論的な厳密さを期す限り、
実体的であれ非実体的であれ、虹は鏡像と同
様、そもそも具体的個体という意味での「対
象」としては実在しないということを主張し
た。 

その根拠は、特定の時点における特定の観
測地点に対応する光の反射点の集まりによ
って形成される多色のアーチ形状の「太陽の
化身」としての虹は、当該の水滴集団全体の

中から光源色の知覚に導かれて観測者が切
り取ることとなった「恣意的(arbitrary)」
断面部分に観測者が「創り上げた」ものにす
ぎないということである。 
ただし、虹も鏡像も私たちが知覚に導かれ

て創り出した非実在的な「物もどき」である
という点では共通しているが、その非実在性
の主たる所以は、虹の場合は実在的な個別化
原理を欠いているという意味での一種の「形
相性」の欠如であるのに対し、鏡像の場合は
存在場所において物理的対象を欠いている
という意味での一種の「質料性」の欠如であ
るという点で異なっている。 
(4)下記論文④⑤では、実体的対象の本質の
一部である耐続性について考察した。 
 ジョンストン(M. Johnston)は、耐続的対
象の内在的変化の問題に対して「副詞的解
決」を提示した。ルイス(D. Lewis)は、それ
をコプラの時制化として解釈した。彼によれ
ば、その解法は、単に属性を持つということ
を属性と時間に対して三項関係を持つとい
うことに置き換えるという欠点を抱えてお
り、それゆえにブラッドリーの無限後退に脅
かされる。 
 当研究者は、属性を持つということが非関
係的であるべきだという点ではルイスに賛
成するが、それが「単に属性を持つ」という
ことに限定されるべきだという点について
は反対である。そのため、時制を耐続に関す
るコプラ的 de re 様相として特徴づけること
により、コプラを非関係的に、かつジョンス
トンよりも深い形で、時制化したうえで、さ
らに耐続を R. テイラーの「純粋生成」とし
て規定する。 
 この方法は、時制・耐続・生成についての
実在的説明と強く連携しながら内在的変化
の問題に対処する点において、他の耐続主義
者による解法よりもすぐれている。 
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